
議鞠

込ロ

わ
た
く
し
た
ち
を
と
れ
ぞ
ま
〈
住
環
境
が
行
な
わ
れ
な
い
よ
フ
に
、
平
ξ
守
口
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
と
P
と
、
さ

は
、
竿
々
、
き
ぴ

L
Zわ
び
し
さ
を
一
建
築
基
愛
国
」
が
定
め
ら
れ
、
建
築
き
の
九
月
定
例
市
議
会
で
{
平
塚
市
抽
躍

増
し
て
い
〈
ょ
っ
で
す
@
駒
田
規
制
が
な

J1hて
い
ま
し
た
。
期
協
定
条
例
」
彰
一
可
決
し
、
九
月
二
十

む
が
し
は
も
っ
と
山
勉
が
あ
り
手
レ
し
か
し
こ
の
一
連
撰
基
準
法
は
、
全
部
九
日
づ
け
で
公
布
庖
む
し
$
亡
宍

た
。
緑
も
も
っ
と
あ
り
ま
し
た
。
ま
ち
的
な
滋
野
に
よ
っ
て
艶
低
落
準
を
き
め
建
築
山
断
定
は
、
関
係
使
用
自
の
総
滋
を

は
稀
か
で
、
犯
ほ
い
つ
も
膏
〈
緩
み
、
た
も
の
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
市
長
(
市
)
ヂ
一
一
経
由
し
て
県
知
事
の
認

鼠
も
さ
わ
や
か
に
家
々
か
長
き
抜
け
て
会
や
、
そ
の
地
返
の
独
自
さ
や
特
殊
可
点
在
日
世
け
、
公
告
さ
れ
て
効
労
を
発
し

い
詐
レ
た
。
性
、
住
示
い
方
の
い
ろ
い
ろ
な
梧
望
ま
す
。
そ
の
按
は
、
と
の
協
定
区
域
内

と

ιろ
が
臨
間
近
拡
、
近
隣
に
高
崩
住
に
、
す
べ
て
合
款
じ
て
い
る
一
と
い

2わ
白
土
地
の
所
有
権
者
、
地
上
正
骨
造
、
相
阻

害
や
滋
漆
建
築
物
が
議
っ
た
た
め
芭
が
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
@
し
た
が
っ
て
、
叫
世
田
器
者
す
べ
て
に
効
力
が
ゑ
ひ
ま
す
か

唱
た
ら
な
く
な
っ
て
主
っ
た
、
遺

ζ
れ
ら
む
希
望
室
さ
せ
、
よ
却
よ
ら
、
そ
由
日
以
後
、
協
定
区
域
内
田

も
暴
く
な
っ
た
、
離
が
冬
山
明
序
に
破
裂
い
住
環
境
安
世
つ
た
め
に
、
建
顎
基
準
「
土
日
出
の
所
有
権
者
な
ど
一
に
な
っ
た

去
る
、
騒
音
が
ひ
き
な
っ
た
、
港
法
で
は
「
建
築
協
定
い
と
い
う
制
度
を
も
の
揺
し
で
も
協
定
が
有
効
に
働
き

設
憶
警
が
起
き
て
テ
レ
ピ
が
与
え
に
ど
、
吃
め
、

ζ
れ
の
解
決
を
は
か
会
っ
と
し
ま
す
.
し
た
が
っ
て
、
河
回
転
売
亨
れ

〈
な
っ
て
主
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
翼
て
い
ま
す
。
て
ち
同
じ
効
力
を
も
ち
、
撃
な
こ
と

問
題
、
ホ
ー
通
事
備
の
怒
化
ぺ
風
紀
白
乱
弗
築
協
屈
は
、
モ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
い
っ
た
ん

れ
、
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
幕
予
レ
の
で
、
生
詰
環
設
や
往
璃
掲
が
よ
り
一
恵
化
協
定
が
成
芸
p
る
と
、
協
定
違
反
や
内

問
題
が
相
智
彦
、
も
め
ど
と
や
争
い
が
各
し
な
い
う
ち
に
、
建
範
物
に
関
す
る
基
容
四
季
賀
、
廃
止
に
つ
い
て
は
強
い
拘

所
で
ふ
え
て
い
ま
丈
そ
れ
を
、
伎
み
準
や
住
亨
よ
い
環
講
づ
く
h
u
f長
民
自
束
力
百
し
っ
か
b
住
民
の
聾
が
守
ら

に
く
い
笠
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
告
発
的
窓
志
で
硝
し
x
信
わ
せ
、
自
ら
の
れ
る
亡
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
混
害
区
、

ζ
の
ま
ま
ヰ
?
を
ζ
ま
ね
手
で
一
計
廓
し
、
そ
し
て
僕
民
的
合
意
で
吉
て
、
い
っ
た
ん
蒋
わ
れ
て
し
ま
つ

い

τいて
は
争
い
は
母
え
な
い
で
し
ょ
制
約
レ
で
い
ζ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
た
都
議
墳
は
、
な
か
な
か
ご
し
撲
と
再
び

p
k
争
い
ど
ζ
ろ
か
、
い
ま
に
二
度

ζ
の
協
定
は
、
モ
的
地
裁
の
土
地
白
所
と
D
も
ど
せ
ま
せ
ん
。
か
け
が
え
の
な

と
寓
ぴ
議
書
や
宮
レ
い
住
環
境
有
権
者
や
建
物
の
所
有
骨
目
的
と
す
る
い
据
や
太
惨
嘉
手
レ
、
健
康
で
曲
誌

を
と

Z
Eせ
な
い
よ
立
に
な
っ
て
し
地
上
高
惜
者
、
襲
撃
者
会
聞
の
合
な
生
活
量
る
毒
に
、
市
で
は
ζ
四

ま
い
壱
フ
明

7.

惑
に
よ
っ
て
、
建
築
協
定
の
制
抑
止
む
活
用
巻
市
民
の
み

し
か
し
、
ぞ
れ
も
ζ
れ

も

、

ま

す

ま

①

建

捺

協

定

区

域

な

会

ん

に

お

す

す

め

L主
孔

7過
密
の
度
を
加
V

え
て
い
く
首
都
圏
湘
⑦
建
築
物
に
舗
ず
る
議
選
ど
相
訣
ほ
、
市
怒
所
建
裏
部
建
築
謀

南
泊
、
そ
し
て
平
塚
町
宿
命
な
り
で
し
③
場
見
出
有
効
期
聞
が
示
っ
て
お
F
ま
す
。

ょ
う
か
。
④
協
定
違
反
が
あ
っ
た
場
合
の
搭
匿
な
お
、
弁
護
士
さ
ん
に
よ
る
「
能
漏

で
も
、
吾
っ
とζ
れ
単
よ
、
書

V
Y、
に
つ
い
玄
定
め
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
建
物
甥
き
も
、
毎
月
第
四
火
曜
笥
の

も
わ

V
Eも
な
っ
て
は
わ
貯
な
い
と

7.

午
後
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
e
汁
据
常
設

岡
山
い
ま
す
a

さ
で
平
塚
市
で
は
、

ζ
白
鎧
議
協
定
ま
い
の
摺
々
の
問
題
に
つ
い
て
も
E
う

告
C
で、

v
t
h
p一
レ
た
議
活
中
無
秩
序
の
制
度
昔
、
一
回
転
車
〈
市
民
の
み
な
ぞ
お
気
軽
に
と
相
談
く
だ
さ
い
@
や

日

付

制

m

m謂
甜

醐



5
5
5
i
5
5
3
5
i
z
-
-
i
i
z
i
=
2
2き三
即
時
三

ZEm--叩

ZEE-22SEES-25一町三言
WEE-コ

か
ぎ
っ
子
と

pupι
会
は
由
仕
事
一
は
、
社
毒
祉
と
む
つ
名
前
し
士
、
ζ
ん
章
一
国
車
事
レ
て
い
る
か
ら
白
ζ
と
ば
と
駒
い
て
は
え

τh動
す
べ
き
だ
と
も
思
い
ま

市
立
中
遺
書
簡
臼
挙
議
長
に
で
、
平
富
田
薬
を
損
ね
て
い
る
た
ぷ
訴
事
で
す
よ
一
歳
く
ら
い
い
け
な
い
で
し
ょ
長
す

J
?ま
で
も
子
ど
も
量
い
、

霊
所
の
職
員
白
票
ら
み
た
。
か
め
だ
は
な
い
か
、
ζ

ん
な
書
を
識
の
母
子
連
れ
で
す
e

母
親
主
主
の
会
話
が
、
い
つ
労
を
話
し
手
、
お
っ
さ
つ
が
b
ず

ぎ
つ
子
μ
閉

舗

に

つ

い

て

、

車

詮

な

ち

ま

す

。

「

阜

〈

揖

き

な

さ

い

a
お
母
式
γ

ん

も
ζ
ん
な
調
子
で
、
せ
吉
た
で
ら
れ
に
、
子
ど
も
と
の
つ
な
が
り
を
大
事

震
を
述
べ
て
ち
る
っ
た
，
入
訴
す
る
乳
幼
児
の
事
旬
、
か
お
勤
め
に
遅
れ
る
で
し
ょ
う
@
」
署
さ
れ
、
母
親
中
、
広
一
方
童
仁
し
て
、
強
い
意
志
と
藷
芝
っ

×
な
り
声
か
つ
て
お
り
ま
す
。
ま
客
百
拐
の
あ
め
た
存
主
¢
か
ら
出
立
一
吉
田
で
良
い
白
で
し
ょ
う
一
か
，
子
ど
も
の
て
保
宵
所
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。

時
間
害
事
設
す
る
声
も
多
〈
な
購
で
し
ょ
う

C
Fし
、
そ
れ
号
、
山
の
襲
に
対
ナ
る
配
濯
が
必
要
な
多
く
の
持
品
者
一
堂
、
ま
た
熱
慈

ど
う
し
た
切
り

i
i

を
持
っ
て
い
る
楳
母
が
捕
っ
て
い
て

員、
-
h
拶

え

F

a

/

/

Y

戸

、

ノ

謀

総

時

吟

」

撃

的

な

設

備

の

中

に

お

か

れ

て

も

A
?で
3
4
:
2
2
Z
6
4島
知

額

お

母

さ

ん

足

わ

り

は

号

ま

で

代

ぱ
時
p
d
-一円

d

わ

り

で

、

限

界

が

あ

孟

ょ

っ

な

気

が

弘

、

'

融

拶

丹

そ

材
調
礎
調
時
金
母
さ
ん
伐
わ
れ
ソ
も
鶴
田
仲
が
日
比
九
日
ur
詩日日日目れ

、

十

問

吋

な

ら

な

い

こ

と

の

区

内

庁

を

窪

解

し

て

山

っ

て

お

D
ま
す
.
ζ
れ
V

句
、
社
会
郊
で
し
ょ
h

っ
か
.
子
ど
も
と
母
親
の
開
岡
田
で
は
な
い
で
し
ょ
う
一
か
@
〈
P
さ
い
。
保
宵
所
の
責
任
街
郎
、

川
「
保
書
室
ゑ
ら
、
震
を
要
求
す
る
四
日
主
主
ら
、
も
っ
と
の
ス
キ
y
yッ
ブ
の
縮
衛
星
れ
、
議
室
主
主
フ
と
す
る
も
つ
ま
り
告
訴
で
、
で
さ
る
こ
と
は
、

川
預
げ
て
仕
署
す
る
の
ペ

P
雪
良
い
護
者
作
品
努
力
を
す
る
と
と
思
議
官
主
な
い
母
親
雲
の
で
一
は
あ
り
ま
せ
ん
・
人
は
、
そ
の
関
偶
者

ω努
で

室

長

K
に
民

附
て
宮
れ
る
事
増
習
で
い
る
由
も
に
-
署
長
請
の
向
上
に
、
そ
れ
を
凶
暴
占
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
能
力
署
長
に
役
立
た
せ
奇
話
料
が
た
i
v
k
す
か
ら
。

川
で
は
誼
い
さ
と
ん
な
豪
語
か
ら
よ
品
か
い
、
宗
持
つ
義
母
去
、
保
書
の
門
し
支
っ
て
主
品
る
の
で
す
か
ら
、
共
働
き
は
当
然
(
調
理
署
闘
要
望
警

川

を

品

あ

皇

え

も

し

、

毒

に

な

重

之

、

お

宮

-Ltfえ
ば
、
企
て
借
入
自
聞
に
入
一
ら
な
け
だ
と
患
い
ま
え
し
か
し
、
子
主

州
と
語
り
な
咽
だ
と
ず
晶
と
、
私
危
事
う
a

れ
ば
な
ら
な
い
子
P
事
の
、
ゆ
笠
忘
れ
世
鍾
渓
に
背
で
る
費
任
も
十
分
に
考

棚
瑚

主量量五時323ザ言聖書室長宣伝守主
謀。知持説的君51警完 ii
で許oM叫雲叫左手宣投書主主皇室主

31i 郵鰻受籍の議罷を 長
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毎週・金13蒋30分-15待35分梅援告書室

輯生議テレピ番組す沼sr<らしと勘なたj 10河童忠霊

/10月初日 10時30骨~11時 f京佐油肥満と瞳療)/
10J寺27S10時30分~11時 C盟ざま生活教霊罪事見〉鐙
棋盤箆生活セシター

盟消費生活娼霊祭 水曜日を徐く事日午前10時~午後6
時/演朝栂被~宮野輔自書夜、苦情昌吉田テスト

神奈川県平塚消費生活セン芦ー

どなたもお気軽にH ・どなたもお気軽に



宅ii
ii 
i? 
?弓
設〕

長
長
崎

す

日
窓
会
設
立
、

現住まや潟一娘。

し
て
大
き
く
貞
械
し
た
。

昭
柑
四
十
…
年
か
ら
凶
ム

平
域
市
体
肯
指
M
委辻、

間九時
h
H
強
化
会
H
H
O

同ん柑内十一

と
り
ょ
っ
に
所
持
制
限
が
大
幅
に
ゆ
一

救
援
組
長
主
人
の
と
一
る
め
ら
ぶ
れ
た
の
で
、
今
ま
で
所
得
が
多
一

長
官
二
互
い
た
め
編
牧
草
を
も
ら
え
な
か
っ
た
一
習
に
「
震
と
警
察
の
つ
ど
い
」
一
平
寄
与
平
警
警
部
龍
一
ヱ
諜
工
譲
へ
(
霊
よ
さ
内

手
巨
、
そ
れ
ぞ
れ
念
、

ζE3513一
号
暴
露
五
一
一
十
一
〈
語
会
葬
)
一
号
、
震
指
襲
撃
霊
会
一
頼
回
一
一
一
四
)

一
に
な
る
人
が
か
な
勿
あ
る
・
一
九
臼
↑
引
に
市
立
注
意
学
一
等
、
一

ζ

の
ほ
か
、
乙
告
の
パ
ト
カ
ー
試
一
と
白
書
舎
は
、

T
7
8
襲

、

一

県

体

育

功

労

者

に

一
P

市
民
と
雲
市
り
つ
ど
い
H

議
事
実
(
年
前
中
)
や
、
幼
稚
歯
道
警
一
蓄
動
ア
1
喜
一
技
法
の
喜
久
ア
一
青
島
民
ら

3
昆

v

と

こ

と

一

一

一

一

言
。
ぜ
ひ
、
〆

4
5震
を
ほ
一
良
い
子
む
交
通
菱
重
隊
ピ
ュ
1
一
ル
ゴ
ン
ア
i
喜
警
炭
酸
ガ
ス
ア
l
一
+
月
十
五
日
宮
、
襲
市
量

一
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
グ
ル
パ
レ
ー
ド
(
自
で
雪
藁
)
、
一
ク
溶
接
室
努
一
喜
と
し
た
も
の
で
と
寄
せ
ン
干
に
お
い
て
、
末
年
度

f
i

一
マ
聖
書
(
刊
誌

3
8
一
白
バ
イ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
パ
レ
ー
ド
、
抱
一
雪
。
神
川
県
体
苦
労
者
二
十
二
会

一
語
察
官
軍
議
選
(
勾
時
)
一
元
レ
タ

1
1ジ
ョ

y
協
会
に
よ
る
民
一
マ
期
間
・
十
一
月
八
百
(
さ
か
ら
γ

一
九
去
、
雲
市
か
ら
ほ
「
蓄
の
提

言
き
は
苦
い
、
ま
在
四
つ
切
、
一
マ
意
思
功
労
妻
彰
式
(
悶
時
γ
一
語
ど
り
を
が
行
な
わ
れ
る
。
一
一
月
十
じ
什
(
さ
ま
で
の
八
品
。
興
に
顕
苦
功
績
か
あ
っ
た
」

Eて

旧
来
日
ン
し
ヨ
ン
、
ク
レ
パ
ス
、
喜
一
付
与
一
芝
、
市
役
済
企
誠
一
世
話
、
午
前
一
マ
霊
長
ふ
八
歳
以
上
の
護
担
次
男
た
余
震
去
る
。

塁
、
ボ
ス
主
主
-
フ
ー
な
ど
。
一
マ
護
法
第
(
話
器
1
日
時
)
一
十
時
一
一
一
斉
官
、
「
市
民
森
喜
一
喜
一
マ
語
壁
戸
時
)
喜
一
一
一
一
一
一
一
と
な
る
。

円
基
金
量
、
章
、
住
一
マ
季
五

A
5・
世
界
喜
一
選
一
学
会
品
か
れ
る

o

v

講

料

・

無

料

一

提

言

語

枝

葉

宣

言

司

郎

民

(

判

長

指

針

四

1
一

務

笹

原

翼

遺

言

五

人

が

り

+

月

二

十

一

下

の

高

産

霊

警

大

い

な

る

努

一

一

草

間

昭

和

一

一

平

語

、

時四
2
羽
市
民
セ

ν』
l
v

県
平
塚
専
修
職
業
訓
練
校
で
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じ
て
そ
り
』
で
、
+
月
二
十
日
(
念
ま
で
に
、
平
句
界
需
品
真
宗
ぞ
い
る
e

i虫
れ
れ
れ
付
け
V
A
f
k
￥

3

子
と
も
た
ち
に
は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ち
れ
、
関
係
者
は
大
宮

z
q

ど
に
と
を
、
子
宮
金
の
モ

F

L
M幽
羽

Z
X活

基
毘
ア
ー
ク
白
鞠
軍
炉
室
長
さ
れ
だ
主
事
苦
言
、
毎
回
曜
日
1
と
じ
て
い
る
。
昨
年
度
は
警

官
h
fウ
J
d
ペ
ノ
わ
い

ν
i
H円
い
L
i
-
-
育
成
金
で
は
、
子
ど
も
禽
害

;
'
e・
e・-4EeE.
，
2
白
・
宮
告
と
し
て
の
議
菅
受
け
て
い

鐸
県
民
h
k
¥
¥一
長
耳
、
ス
惣
強
含
蓄
し
て
い
る
が
、
き
い
つ
も
蓄
議
議
、
ぽ
〈
と
る
・
(
育
成
会
長
関
山
室
)

d
m
wパ
H
け
i
t
-
-
1い
E
1
1
1
i
L
¥
も
の
い
な
い
家
庭
白
寮
弱
者
主
い
舗
の
蓄
穣
を
揮
沼
田
醐
自
福
縦
叫
す

i

d

H

訂
H
H
H
H
i
t
-
-
(膏
霊
皇
室
伊
東
選
三
重
要
J

革

命

令

書

出

入

に

大

長

瀬

子

ど

も

会

民

)

間

車

窓

ぼ

れ

て

い

る

山

の

子

ど

も

と

仲

よ

し

平

塚

子

ど

も

会

新

潟

を

創

刊

襲

欝

議

鱒

議

畿

議

会

ぜ

援

護

霊

一

撃

繋

議

八

月

菜

、

主

主

義

宇

一

一

一

総

数

耕

運

畿

義

援

~

了

九

漆

儀

綴

欝

欝

六

会

、

誌

の

草

分

苦

手

ど

!

九

月

か

ら

年

六

回

発

行

i

議

緩

像

欝

誌

編

議

V

J
畿
畿
饗
議

暴

露

欝

鶴

瀦

畿

一

~

ぉ

一

ν
議
綴
騒
務
も
と
キ
ャ
Y
ブ
交
散
を
行
な
っ
た
.

0
平

喜

子

宮

童

畿

霧

島

で

誌

は

仲

々

よ

い

よ

フ

戸

、

宝

議

議

欝

九

人

ぶ

昨

警

畿

襲

譲

欝

八

月

の

語

、

山

事

者

逮

を

ご
Y
E
た
あ
読
む

Z
G第

二

章

、

十

一

万

発

行

自

予

定

審

議

官

議

後

ヂ

〓

議

議

平

害

招

き

、

警

察

関

宅

話

番
第
一
号
H

を
第

2
で

、

ナ

定

書

喜

一

は

草

委

fぺ
、
っ

V議
議

麓

騒

騒

騒

鶴

譲

D
、
一
緒
L
七
夕
、
葉
、
水
量

ζ

れ
は
、
市
内
の
子
ど
も
た
是
奪
回
い
で
い
る
。
機
俊
一
♂
機
綴
m
v
J
機
終
緩
縛
議
機
鋭
機
新
議
議
機
織
鰯
楽
し
ん
だ
お
礼
道
か
れ
た
も
の
。

詩
話
詩
ヤ
真
土
子
連
議
懇
野
議
機
議
離
上
告
説
法
制

よ
D
立
派
な
子
ど
も
告
す
P
に
役
会
開
に
子
ど
も
会
結
成

?
?
J二
三
線
機
織
ず
滋
審
議
離
盤
機
夫
先
生
一
一
人
の
学
校
で
あ
る
・

一

ペ

ル

綴

綴

畿

九
M
d
叫
ん
い
v
w
v
一
樹
喝
お
綴
織
騒
離
種

立
つ
幸
義
行
ず
る
も
の
で
、
年
六
聖
書
言
、
こ
れ
ま
で
童
議
総
務
襲
警
綴

:
i
v勾
語
講
嬢
綴
核
分
校
の
P
T
A
が
ニ
ジ
マ
ス
長

田

警

の

予

定

.

震

が

平

子

連

LV護
主
て
い
た
繋
織
も
い
門
[
議
綴
織
幾
畿
勢
。
い
w
j
J
J
鵠
輯
雛
鱒
統
し
、
子
P
E
遣
は
初
め
て
陪
た
い

主
主
君
主
聖
書
、
大
炉
、
他
許
可
L
は
子
宮
会
結
欝
懇
襲
撃
議
議

F
J多
少
挙
参
議
建
議
機
構
流
で
出
ぎ
ま
わ
白
、
頼
者
追
い
か

人
的
編
集
警
察
初
出
警
汽
円
一
壱
た
成
い
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
@
町
議
ん
議
議
幾
談
後
簿
一
v
泳
中
泳
三
ブ
バ
マ
一
緩
懇
務
付
た
。
赤
々
と
替
え
た
キ
ヤ
ジ
プ
フ

M
r刊
誌
印
訪
日
常
誌
は
比
誌
は
目
的
時
九
時
五
区
予
ど
も
会
の
諮
問
日
刊
拾
い
品
開

yuu問
料
れ
計
九
ぃ

言

語

L

回
鞍
す
る

E
E
票

数

回

警

暴

露

道

路

愛

護

で

県

知

事

演

午

前

七

時

か

ら

、

議

は

午

前

八

時

平

子

草

壁

?
元
島
占
埜
守
も
ど
た
ち
の
関
か
全
地
区
に
子
P
E
A
問
を
つ
〈
る
こ
と
八
月
三
十
一
日
、
道
路
愛
議
功
労
か
、
h
行
な
っ
て
い
る

6

ら
「
一
金
一
郎
づ
っ
ぜ
い
ど
に
な
担
、
売
十
日
、
大
野
容
品
目
支
県
知
事
績
を
害
一
ぺ
平
護
区
少
年
時
代
か
ら
ハ
ム
共
施
設
の
妻
郡
山
念
式
典

と
む
希
薄
苓
二
警
禁
官
て
で
十
町
内
の
さ
わ
祭
壇
て
轄
で
要
警
れ
た
の
は
弱
体
・
性
と
、
議
会
震
患
が
け
る
士
月
五
日
十
一
一
時
宅
古

事
長
森
」
ち
フ
置
も
績
が
れ
底
抗
準
げ
た
@
露
と
し
て
凶
章
一
方
向
が
鶏
た
め
「
他
人
に
め
い
わ
去
を
か
け
な
審
議
校
講
堂

明臨「
4

品
口
拍
哲
沼
よ
り
多
F
4事
(
揮
を
義
一
2
1
y
O
芝
で
お
お
う
一
方
針
だ
@

現
し
て
い
る
，
一
ま
た
、
爾
路
と
史
跡
の
案
内
板
争
嬬

高
授
の
樺
存
日
に
つ
い
ザ
ん
は
、
一
義
一
一
一
一
足
、
児
重
・
生
徒
四
社
企
斜
の
一
勧
む

つ
の
一
貝
塚
田
妄
宮
冬
で
弘
治
れ
な
い
グ
即
す
る
。
工
費
は
約
七
日
日
万
円
。

(
さ
富
3
時
議
同
名
樹
祭
マ
ス
チ

vrコ
Y
T
!
ト
ロ
月
昔
紅
白
(
谷
口
月
初
日
公
)

マ
校
日
開
会
均
月
日
以
日
(
臼
)
午
(
土
)
3時
マ

祝

百

体

鐙

守

口

R
3
8
(
S

.
後
2
時
愛
の
名
作
ジ
y
i
ズ
1
マ
ζ

ど
も
侠
留
全
日
月
花
田
(
日
)
日
月
間
ω
日
(
木
)

一

人

誠

二

lf-ヘ
プ
パ

l普
Z
時
的
2
E
…
駅
伝
ぺ
白
骨
い
一
一
票
ん

，

円

v
映
回
全
口
月
刊
日
日
(
尽
)
午

，
門
守V
ステ

νオコ
y

姥
2
時
品
殻
児
の
名
作
シ
け
立
J
!
ズ
2
マ
口
汚
;
昂b
日
F

土}午捜…ニ一扉時から

〈
土
叫
午
憤
3
時
ポ
ピ
ユ
E
一
ヨ
フ
1血

g出

'
ミ
「
純
常
物
品
」
押
川
陵
墓
一
郎
、
中
原
マ
人
形
劇
し
っ
ぽ
か
札
と
わ
れ
た
盟

主

ひ

と

み

主

語

ま

ほ

う

の

王

手

ま

ほ

か

。

マ
と
と
も
展
開
間
企

m
R
m
u
日
(
呂
〉

図
欝
鎗
3
階
ホ
ー
ル
午
前
却
時
と
午
後
2
品
開
「
片
足
の
エ
マ
絡
通
同
月
曜
臼

マ

ス

テ

レ

オ

コ

ジ

世

1

ト

白

河

幻

日

1

ス

」

立

汚

東

休

嫁

B-m月

ク
ー
ス
を
巡
い
、
魚
む
習
性
ぞ
康
問
民
じ
唱
し
つ
つ
週
床
2
自
制
へ
由
散
々
的
提

e

ま
7
.
魚
に
封
ず
る
人
間
白
愛
情
と
骨
骨
一
口
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

立
輔
が
か
ん
p
p
れ
る
束
手
。
昆
虫
群
像
曜
日
瞳
盟

問
一
週
休
2
日
制
制
へ
の
送
局
虫
を
デ
パ
ー
ト
で
一
号
っ
そ
ん
な
時

新

と

代

に

な

っ

て

い

ま

す

。

叩

間

宮

本

笑

島

署

愛

す

る

審

吾

妻

あ

毘

虫

に

館

本

ょ

せ

で

歌

γ

フ
詩
歌
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら

衝
の

調
晴
海
体
2
5
制
へ
の
領
、
jb
が
#
業
者
、
か
な
で
る
京
事
は
、
一
憲
白
交
響
品
必

2
労
臨
撃
を
主

Eて
一
活
発
化
、
現
異
な
っ
て
筆
者
獲
量
せ
き
ど
き

化
し
主
ゆ
く
傾
向
で
す
。
ょ
う
e

・
労
働
曹
に
長
年
つ
と
め
、
暗
記
問
時
間

県
下
む
代
表
的
な
間
間
信
義
一
瞥
率
、
仙
遜
の
一
便
な
ど
な
か
な
古
需
て
す
の
霊
と
と
り
く
み
、
環
2
日
制
に
グ
ッ
ド
モ
i
ユ
ン
グ

に
、
1
月
一
か
ら
ロ
月
に
か
け
て
歳
時
記
樺
介
来
織
と
す
メ
草
a

タ
ラ
2
ク

つ
い
て
も
阜
く
か
ら
着
冒
し
て
い
た
語

少
女
の
演
、
へ
V
量
点
h
y
b
日イ代
h
u

キ
ャ
プ
テ
ン
竹
田
盛
和

者
は
、
広
い
視
野
に
た
ち
、
特
明
治
、
伊
同
時

ド
レ
た
と
い
う
著
者
の
ク
3
1
汚
博
土
z
E
l
i
m
i
-
-
3
2
5

:
i
z
-
-
z
j
i
p
i
-
-
2
2
大
は
二
五
万
ナ
型
白
マ
シ
モ
ス
虫
ン

は
、
フ
ロ
円
以
ダ
の
海
障
で
す
メ
や
メ
ス
ブ
ル
ザ
メ
の
解
部
跨
踏
、
掃
と
太
隠

カ
ー
か
ら
小
は
五
百
ナ
た
ら
す
む
漁
荷

に
で
も
オ
ス
に
で
も
な
れ
る
と
い
う
セ
と
サ
メ
の
著
者
ク
ヲ
:
タ
博
士

7

r

&

ま
で
あ
申
つ
る
パ
イ
ロ
ァ
ト
は
、
ザ
刑
訴
時

ζ
そ
君
主
主
で
あ
り
、
裏
方
寿
一

で

も

あ

P

ま

す

。

一

撃
と
し
E
産
、
世
界
の
海
草
一

け
め
ぐ
っ
て
き
た
著
者
が
一
パ
イ
ロ
ッ
一

ト
と
ruで
、
港
内
エ
ピ
リ
J
I
H
P
白
数
々
一

彦

紹

介

し

ま

す

。

ゐ

マ
フ
ィ
ア
犯
罪
白
番

F
-
J
，
ク
ッ
ク

アメ
H
カ
の
E
大
な
都
市
に
穏
摂
〈

場
、
う
「
ゴ
ッ
ド
フ
プ
!
?
1
」
的
役

界
主
4
ど
と
仁
ぬ
歩
¥
宜
警
は
w

走由

民

に

ま

と

め

た

も

の

。

巻

末

に

は

年

中

底

じ

れ

ぬ

忌

大

な

感

の

力

を

φ
し
仏
む
4

行

事

一

戦

置

が

霊

長

、

場

所

、

交

と

か

ん

じ

き

せ

ま

す

。

一

覇
曙
謹
書
摺
謙
輔
謹
輯
鶴
一
本
間
貞
治
綴
一
人
の
う
寸
イ
ヱ
ス
橋
本
左
内
一

GUUMmν
ル一

繍
鰐
脳
融
緩
時
総
臨
鴇
醐
噛
一
砂
宝
寝
苦
斑
黒
岩
蚤
喜
一
長
崎
l
l場
、
山
地
復
元
む
記
録
}
i
一
カ
イ
ツ
ブ
刀
号
一
回
一
遺
跡
一

j
i
!

一

考

シ

カ

日

記

千

晴

一

需

一

認

来

量

一

R
Hピ
ル
ヰ
ン
ト
グ
」

雪
崩
民
学
校
永
井
第
一
離
乳
と
離
養
護
薄
七
郎
一
カ
ク
1
警
号
槍
喜
一
c
p
E
の
た
岩
本
ト
会
主
一

レ

i

ス

結

語

学

白

川

勇

一

豊

富

世

界

木

村

長

一

一

ニ

宅

草

地

一

雪

ア

オ

ガ

エ

ル

由

谷

署

ひ

色

一

や
き
も
の
入
門
星
井
秀
夫
一
か
あ
さ
ん
の
苧
づ
く
り

F
lム
一

一

は

じ

め

渇

走

溺

は

な

い

需

襲

一

ベ

ト

ナ

ム

察

署

上

・

下

一

致

島

妙

子

一

門

ζ
ど
も
の
喜
一
も
く
た
ん
じ
と
己
や
も
く
べ
え
一

ニ
ュ
!
?
ク
・
占
イ
ム
ス
線
一
チ
i
占
I
わ
が
震
A
-
カ
イ
ユ
一
子
ど
も
の
ベ
!
パ
1
ぞ
フ
フ
ト
一
渡
護
男
・
文
一

襲

撃

一

壁

震

時

代

議

盛

一

エ

キ

グ

チ

ク

ニ

オ

一

岡

部

毒

・

絵

一

家
庭
マ
ァ
吟
?
ク
金
制
相
関
庭
定
二
恐
怖
の
第
刀
次
航
海

L
U

み
一
た
べ
た
牢
窓
吉
町
一

兵
役
塁
で
た
芸
人
組
棄
さ
詰
器
量

φ
っ

か

い

作

鞍

ま

松

岡

事

一
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4十

冊
州
制
制
川
畑
川
州
内
制
附
昨
札

輯
便
罰
判
な
閣
議
醐
控
訴
A苛

来
た
る
十

:
1
1震
活
月
十
九
回
、

一
一
十
日
む
こ
日
潤
、
市
内
線
量
ヂ
パ

ー
上
総
傍
レ
溺
で
「
便
利
な
窓

諮
」
の
展
示
告
を
蹴
嬢
ず
る
@
一
ア
レ

議
謡
、
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ジ
、
ピ
ジ

主
ス
ホ
ン
、
プ
タ
シ
ュ
ホ
ジ
、
ヂ
レ

タ
ク
ス
な
ど
を
展
示
し
、
み
な
苧
ん

の
お
い
で
支
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
苦
と
へ
篭
語
を
と
、

「
ふ
る
さ
と
通
話
」
も
あ
わ
せ
て
実

施
し
て
お
b
、
せ
日
、
ど
利
用
を
。

誕
百
ど
注
葱
・
最
近
、
市
内
各
午
前
に
、

「
撃
驚
」
か
言
宗
主
暴
勺

て
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
金
}
間
同
転
台
な
と

の
鐙
議
置
合
空
綴
苑
下
旬

τい
る
業
者

が
あ
担
、

ζ
れ
ら
業
者
は
電
器
開
日
間
と

い
っ
さ
い
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
と

沖
意
く
だ
さ
い
@

ら
お
う
と
、
神
奈
川
県
と
奥
薬
剤
師

会
で
は
、
湘
南
平
周
辺
の
野
住
植
物

ぞ
た
ず
ね
，

(
d
A

品
目
か
尚
く
e

離
年
来
年
輔
の
ア
ル
バ
イ
ト
轟
轟

平
塚
謝
料
日
理
屈
な

長
官
溝
正
案
事
業

務
担
ア
ル
バ
イ
ト
骨
謀
議
し
て
い
る

マ
事
・
一

O
著
程
度
十
月
↓
日
か
ら
本
苦
令
官
章
一
マ
し
め
切
り
・
籍
軍
一
義
克
一

マ
女
子
・
ズ
U
O名
程
度
共
同
募
金
混
動
が
各
地
で
同
国
期
間
杏
れ
て
一
+
自
(
当
日
消
同
有
効
)

門v
勤
務
緑
鳩
・
ゴ
口
七
時
路
程
度
い
る
が
、
共
同
募
金
金
で
は
、
間
違
弱
一
円
V
応
募
・
は
が
き
一
枚
一
旬
、
住
鏡
、

マ
期
間
・
撃
す
仲
間
十
二
月
十
日
ど
ろ
の
一
十
五
周
年
記
合
同
行
事
と
し
て
、
広
一
民
名
、
職
業
を
鴎
記
@
来
発
掃

か
る
一
月
十
自
ご
ろ
ま
で
。
李
〈
震
の
み
な
さ
ん
か
ら
酔
害
義
一
守
幸
先
と
問
い
合
わ
せ
・
一
T

一

は
十
一
一
月
二
十

a
I一
月
読
臼
.
し
て
い
る
.
ζ
れ
は
赤
い
お
様
相
門
間
募
一

マ
階
、
レ
込
心
り
は
平
塚
一
頭
夜
間
同
庶
務
会
生
涯
巌
に
関
す
る
間
関
心
と
海
副
蜘
そ
高
め
一

許
認
へ
(
億
剖
・
一
一
一

O
一
)
る
に
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

難
野
生
察
強
棒
鋼
を
h
h
T
輯
る
合
中
市
学
「
赤
い
羽
根
」
(
鐙
の
お
様
〉
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者安議室寄与

つ
い
て

時
令
丈
比
べ
て
、
社
会
的
に
未

熟
な
子
ど
も
白
多
〈
は
、
昌
明
誌
が

潟
い
(
寧
擦
に
弱
い
停
漬
由
ヰ
も

幼
稚
顕
や
学
校
む
友
だ
ち
に
な
い
ま
ず
し
、
そ
zつ
で
は
な
く
て
、

じ
め
な
い
、
給
金
が
書
り
い
、
あ
続
が
そ
r
立
怒
い
こ
ん
で
い
る
場
合

る
い
は
組
に
な
る
と
熱
者
だ
F
、
も
あ
早
ま
す
)
と
か
、
母
演
出
身

頭
説
、
腹
痛
な
ど
を
諒
…
え
て
、
幼
が
子
ど
も
の
す
る
こ
と
に
不
安
を
、

権
問
や
苧
校
仁
行
か
な
い
、
い
わ
強
く
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

抽
曇
官
校
長
吾
と
い
わ
れ
る
子
ど
つ
い
過
棋
譜
に
な
っ
て

K
言
ζ

も
た
ち
が

4
5
2く
な
っ
た
と
と
、
ま
な
お
翼
手
ま
も
常

い
わ
品
川
て
い
幸
す
。
に
周
昨
護
苦
ぶ
れ
て
い
る
と
と
に
慣
れ

と
れ
ら
の
起
と
る
露
出
は
い
ろ
き
っ
て
主
い
、
知
ら
ず

L
世ず

い
ろ
と
異
な
り
寧
ず
匂
行
か
な
由
う
ち
に
疫
品
開
品
目
な
曹
患
者
身
に

〈
な
っ
た
き
っ
か
草
千
差
万
別
つ
山
引
で
主
っ
て
い
る
乙
と
か
ら

で

す

が

、

家

誕

の

簡

か

起

こ

っ

て

い

る

と

い

わ

ら
と
の
震
を
と
り
あ
議
都
議
唱
れ
て
い
ま
す
。

げ
ま
す
と
、
次
の
様
な
民
協
齢
制
綴
齢
鳴
子
ど
も
に
は
、
子
ど

点
が
考
え
ト
d
れ
ま
す
。
務
時
J

て
溺
麟
鱗
口
献
も
な
が
ら
の
身
、
山
の
嘉

意
味
は
子
ど
一
も
が
成
機
務
協
惣
畿
一
時
逮
が
あ
り
、
殺
か
ら
ふ一

長
し
て
い
く
を
、
大
総
務
欝
襲
警
る
と
そ
の
そ
と
も
に
は

別
し
て
次
回
一
一
つ
の
横
り
ず
か
じ
い
し
し
思
わ
れ

能
を
も
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
保
る
問
題
で
も
、
自
分
自
身
で
解
決

ず
と
い
い
、
環
境
か
、
b
の
圧
力
や
す
る
力
を
も
っ
て
い
ま
す
@
言

悪
影
響
守
恒
子
ど
も
を
守
る
防
壁
も
が
で
き
る
こ
と
ま
で
殺
が
口
出

の
役
鰯
投
巣
た
す
と
と
で
あ
り
¥
し
争
子
る
乙
と
は
子
戸
名
目
南
町
田

あ
と
一
つ
は
社
会
化
と
い
っ
て
、
訓
練
の
構
舎
を
一
奪
う
ζ
と
で
あ
D

T
事
事
一
社
会
で
ひ
と
D
立
ち
で
平
主
も
か
る
、

n
自
分
に
も
で
き

き
号
令
つ
に
青
で
あ
げ
る
た
め
に

F
と
い
う
自
信
と
一
一
宮
ぴ
を
奪
っ

剖
訓
練
す
る
鰯
き
で
す
@
い
わ
ゆ
る
て
し
ま
う
ζ
と
に
な
P
ま
す
。

一堂夜掃討口
mmと
い
わ
れ
晶
子
ど
も

z
b
Eに
手
を
か
け
ず
ぎ
る
、

た
ち
LU慌
巻
町
働
き
が
潟
い
た
め
世
一
詰
を
や
売
す
ぎ
る
ζ
と
が
必
ず

に
お
ζ

り
、
自
我
の
未
成
顛
と
い

J
E子
ど
も
の
成
長
を
勧
け
る
こ

う
か
、
心
の
未
発
逗
な
子
ど
も
が
と
に
は
な
戸
り
な
い
こ
と
を
知
っ
て

書
く
み
ら
れ
ま
す
。
お
い
て
ほ
し
い
も
白
で
す
。
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